
　

村
制
施
行
周
年
記
念
第
39

回
や
け
う
ち
ど
ん
と
祭
り
が

平
成
29
年
11
月
３
日
（
金
）、

湯
湾
港
湾
に
て
行
わ
れ
ま
し

た
。
台
風
21
号
の
影
響
に
よ

り
当
初
予
定
さ
れ
て
い
た
10

月
22
日
（
日
）
か
ら
12
日
間

延
期
。
前
夜
祭
と
本
祭
を
１

日
に
短
縮
し
て
の
開
催
と
な

り
ま
し
た
。

　

祭
り
は
、
夕
方
４
時
か
ら

の
舞
台
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
ス

タ
ー
ト
。
保
育
所
の
園
児
に

よ
る
か
わ
い
い
ダ
ン
ス
、
公

民
館
講
座
の
受
講
生
ら
が
フ

ラ
ダ
ン
ス
や
舞
踊
、
合
唱
な

ど
を
披
露
し
ま
し
た
。
そ
の

後
、
行
わ
れ
た
抽
選
会
に
続

き
、
８
時
か
ら
は
お
待
ち
か

ね
の
花
火
大
会
。
例
年
以
上

に
数
を
増
や
し
、
１
０
０
周

年
に
ふ
さ
わ
し
く
豪
華
に
打

ち
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

13
年
ぶ
り
に
ナ
イ
ア
ガ
ラ
の

滝
が
復
活
。
両
端
か
ら
点
火

さ
れ
、
全
長
８
０
０
メ
ー
ト

ル
の
滝
が
完
成
す
る
と
会
場

か
ら
は
大
き
な
歓
声
が
上
が

り
ま
し
た
。

第39回やけうちどんと祭り
村制施行100周年記念

　－13年ぶりにナイアガラの滝が復活‼－

1 阿室保育所のお遊戯。最後の決
めポーズが決まりました！　2 3
会場へ詰めかけた多くのお客さん
　4 美しい声で島唄を披露してく
れた岩元梨恵さん（左）と別府ま
りかさん（右）5 フラダンス教室
の皆さん 6 舞踊教室の皆さん 7
かわいいダンスを踊ってくれた子
どもたち  8 今年も子どもたちに
大人気のハブレンジャー。ウーケ
ンも登場！ 9 笠利町連合青年団
女子部による火舞い　　公民館講
座歌謡教室の皆さん
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平
成
29
年
８
月
26
日
（
土
）

建
立
後
、
初
と
な
る
慰
霊
祭
が

船
越
海
岸
の
対
馬
丸
慰
霊
之
碑

前
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
沖
縄
か

ら
対
馬
丸
記
念
会
の
髙
良
政
勝

理
事
長
を
お
迎
え
し
、
宇
検
集

落
関
係
者
や
行
政
、
久
志
小
中

学
校
の
児
童
生
徒
ら
40
名
が
参

列
。
黙
と
う
、
献
花
を
行
い
、

犠
牲
者
へ
鎮
魂
の
祈
り
を
捧
げ

平
和
へ
の
誓
い
を
新
た
に
し

ま
し
た
。
元
田
村
長
は
追
悼
の

こ
と
ば
で
「
対
馬
丸
事
件
を
忘

れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
語
り
継

ぎ
、
子
ど
も
た
ち
へ
の
平
和
教

育
に
生
か
し
て
い
く
と
と
も
に

奄
美
と
沖
縄
の
交
流
を
深
め
て

い
き
た
い
」
と
語
り
ま
し
た
。

　

１
０
０
周
年
を
記
念
し
、
子

ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
を

願
う
と
と
も
に
、
地
産
地
消
と

奄
美
の
地
場
産
食
材
へ
の
関
心

を
深
め
て
い
く
こ
と
を
目
的
に

募
集
し
て
い
た
「
子
孫
に
食
べ

さ
せ
た
い
給
食
レ
シ
ピ
」。
10

月
４
日
（
水
）
に
審
査
会
を
行

い
最
優
秀
・
優
秀
作
品
を
決
定

し
ま
し
た
。
こ
の
日
は
、
生
活

改
善
グ
ル
ー
プ
の
皆
さ
ん
が
応

募
作
品
を
レ
シ
ピ
ど
お
り
に
調

理
。
審
査
員
６
名
が
試
食
し
、

見
た
目
や
地
場
産
物
の
活
用
、

給
食
と
し
て
の
調
理
の
し
や
す

さ
な
ど
を
採
点
し
ま
し
た
。　

　

11
月
１
日
（
水
）、
そ
の
作

品
の
中
か
ら
「
島
も
ず
く
と
お

か
ら
の
島
野
菜
お
や
き
」
が
、

村
内
小
中
学
校
の
給
食
に
登

場
。
田
検
小
学
校
で
は
同
日
、

「
ふ
れ
あ
い
給
食
交
流
会
」
を

開
催
し
、
地
域

住
民
約
30
名
を

招
待
し
て
給
食

を
味
わ
い
な
が

ら
１
０
０
周
年

を
祝
い
ま
し

た
。

　

１
０
０
周
年
記
念
事
業
の
一

環
と
し
て
、
ま
ち
歩
き
の
達
人

と
し
て
知
ら
れ
る
東
川
隆
太
郎

氏
を
招
き
、「
世
間
遺
産
講
演

会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
平
成

29
年
８
月
21
日
（
宇
検
）、
22

日
（
名
柄
）、
27
日
（
平
田
）、

28
日
（
湯
湾
）
の
全
４
回
実
施
。

集
落
の
方
々
を
中
心
に
各
回
に

そ
れ
ぞ
れ
、
約
30
名
ほ
ど
が
参

加
し
、
東
川
氏
と
集
落
を
散
策

し
な
が
ら
、
地
域
の
宝
を
あ
ら

た
め
て
学
び
ま
し
た
。
東
川
氏

は
N
P
O
法
人
ま
ち
づ
く
り

地
域
フ
ォ
ー
ラ
ム
・
か
ご
し
ま

探
検
の
会
代
表
理
事
を
務
め
て

お
り
、
住
民
に
は
当
た
り
前
で

も
、
そ
の
土
地
に
し
か
な
い
珍

し
い
景
色
や
風
習
な
ど
を
「
世

間
遺
産
」
と
し
て
発
掘
、
発
信

し
て
い
ま
す
。
散
策
の
後
の
講

演
会
で
東
川
氏
は
「
奄
美
に
は
、

大
河
ド
ラ
マ
西
郷
ど
ん
と
世
界

自
然
遺
産
の
い
い
流
れ
が
き
て

い
る
。
集
落
の
こ
と
を
集
落
の

人
が
き
ち
ん
と
自
慢
で
き
る
こ

と
が
大
事
。」
と
今
後
の
集
落

作
り
に
向
け
た
ア
ド
バ
イ
ス
を

送
り
ま
し
た
。

慰
霊
碑
建
立
後
、
初
の
慰
霊
祭
を
開
催

「
世
間
遺
産
講
演
会
」

          
東
川
隆
太
郎
氏
と
シ
マ
の
宝
を
再
発
見

村
制
施
行
１
０
０
周
年
記
念
事
業

ク
ァ
マ
ガ

村
制
施
行
１
０
０
周
年
記
念
事
業

「
子
孫
に
食
べ
さ
せ
た
い
給
食
レ
シ
ピ
」

            

最
優
秀
・
優
秀
作
品
が
決
定
！

1 慰霊碑に向かい追悼のことばを述べる元
田村長　2 大島安徳さんをはじめ宇検集落
関係者らが参列　3 祈りを捧げる久志小中
学校の児童生徒　4 参列者全員で黙とうす
る様子 5 対馬丸記念会の髙良政勝理事長

　8 月 22 日、 毎 年 開 催 さ れ て い
る対馬丸記念会主催の慰霊祭が沖
縄県那覇市の碑「小桜の塔」前で
行われ、元田村長と川渕昌春宇検
集落区長が初めて参列しました。
慰霊祭には生存者や遺族ら約 400
人が集まり、つしま丸児童合唱団
による合唱の後、平和の象徴とさ
れれるオオゴマダラを放して不戦
の誓いを新たにしました。元田村
長はあいさつで慰霊碑の建立を報
告。沖縄との交流をすすめ、力を
合わせて地域の平和教育に生かし
ていくことを約束しました。

沖縄での慰霊祭へも参列

５

２４

３

１

審査会の様子

レシピを詳しく見ながら調理

自身が撮影した写真を見せながら講演する東川隆太郎氏宇検集落で行った集落散策の様子

かぼちゃのリゾット
富 悦子さん（宇検村）

時短ピーマン料理
富 悦子さん（宇検村）

最優秀賞最優秀賞 最優秀賞

最優秀賞

優秀賞優秀賞 優秀賞

優秀賞優秀賞

主菜部門菓子部門 副菜部門

副菜部門

汁物部門

主菜部門菓子部門

主菜部門菓子部門

島のかおりパスタ
元井由美子さん（宇検村）

島もずくとおからの島野菜おやき
金井あつ子さん（ 奄美市名瀬 ）

島かぼちゃのプリン
高橋唯久子さん（宇検村）

モズク豆腐
原田茂子さん（奄美市笠利町）

かんたんよもぎ餅
金井あつ子さん（ 奄美市名瀬 ）

薬膳スープ
富 悦子さん（宇検村）

季節のフルーツゼリー
富 悦子さん（宇検村）
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